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上記の工事については、12月で無事完了することが出来ました。
工事期間中は工事車両の通行により、現場近隣の皆様には大変ご迷惑をおかけしました。

工事に対するご理解とご協力、大変ありがとうございました！

八紘沢砂防堰堤

赤川水系砂防事業の一環として、八紘沢

に砂防堰堤を建設しました。

沢の浸食を防ぐことにより地すべりの動き

を押さえ、国道112号等を保全することを

目的とした砂防堰堤工事です。

細心の注意を払い、土留や掘削方法の検

討を何度も行い、工事完了まで災害・事故

なく工事を終えることが出来ました。

早田川第一砂防堰堤

着々と工事が

完了して

おります！
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上名川地区で梵字川と合流する川が早田川です。

上流にある崩壊地からの急激な土砂落下を防ぐため、

透過型と呼ばれる砂防堰堤を建設しました。

大雨により工事が難航し、降雪時期までの

工事完成に向けた工程管理に苦労しました

が、無事に工事を完了することが

できました。

完成！！

完成！！

H26年度工事着工前

H26年度工事着工前
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平成26年11月26日、新庄河川事務所で「心に残る砂防ダム写真」の表彰式が

開催され、赤川砂防出張所管内では、戸沢川砂防堰堤を撮った鶴岡市の方の

写真が入選になりました。

2月に鶴岡市役所で展示される予定ですので、今回選ばれた素敵な写真を是非

ご覧になってみてください。

平成26年9月26日大安吉日、関係者70名

が参列する中、受注者である岩田地崎建

設(株)の主催で「赤川流域笹根トンネル工

事」の安全祈願祭を行われました。

笹根トンネル工事は、荒沢ダム上流の一

般県道鶴岡村上線の改修を行う工事で、

今年度からは笹根隧道の替わりとなる新

しいトンネルを掘削しています。

安全第一で取り組み、無事故・無災害で

完成を迎えられるよう、発注者・受注者が

一丸となって工事を進めて参ります。
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検索

平成26年は梅雨や台風、寒冷前線を要因

とした大雨を何度も記録しました。

朝日地区では総雨量170㎜を超えることも

あり、「土砂災害に関する警戒情報」が発令

されることもありました。

当出張所では、施設被害や土石流など、所

管する全砂防施設の点検及び地すべり地

区の巡視を行い、迅速な対処をすることが

できました。

「最近の土砂災害を踏まえた対応について」と題し、鶴岡

市上本郷で出前講座を行いました。

長野や広島での大規模土砂災害や、県内で起きた土砂

災害の様子を説明し、さらに地元の危険マップについての

話しなどをすると、皆さん興味深く聞いてくださいました。

平成26年10月15日、豊富な知識・経験者（ＭＡＳＶ※最

上川・赤川砂防ボランティア協会の略称）による技術研修

会が行われました。

ＭＡＳＶの方々と共に当出張所管内の工事現場を視察し、

安全対策や設計の考え方など様々な助言を頂きました。

当出張所では、資源の有効活用とコスト縮減をはかるた

め、工事の際に発生した伐採木を無償提供しています。

今回もとても大好評で、たくさんの方にお申し込みして頂

き、無事に全部提供することができました。

ご協力、ありがとうございました！

入
選

11月6日、新庄河川事務所の呼びかけで鶴岡

市などと合同現場技術研修会を開催しました。

工事現場の見学や、既設の集水井の点検研

修などをし、技術力の向上に努めたほか、朝

日地区の文化や歴史的背景、特性などを学

ぶことができました。

石金沢は大針地区高沢口地内にあり、土石流の発生が

懸念される渓流です。

民家等への被害軽減や赤川の河道閉塞を防ぐことを目

的に砂防堰堤を建設しています。

今年度は堤体のほぼ半分を建設しました。

「水とあそぶ」

上野兼雄さん（鶴岡市）

※戸沢川砂防堰堤＋

流路工

平成26年は全国的に自然災害に見舞われた年でした。

8月、広島市で集中豪雨により、住宅地後背の山が崩れ、同時多発的な大規模土石流が発生。

9月27日、長野と岐阜の県境にある御嶽山が噴火し、火砕流も発生。

11月22日、長野県北部白馬村を震源とする最大震度6弱の地震が発生。

犠牲者も多数おり、家屋の全半壊や浸水、交通機関や農作物への影響など甚大な被害をもたらしました。

災害はいつ、どこで起きるかわからないので、十分に注意し、迅速に行動しましょう。
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穿初めの儀


